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し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
酸
化

ガ
リ
ウ
ム
を
用
い
て
デ
バ
イ

ス
や
セ
ン
サ
の
試
作
を
行
っ

て
い
る
。

　
今
回
評
価
さ
れ
た
研
究
テ

ー
マ
は
「
ワ
イ
ド
バ
ン
ド
ギ

ャ
ッ
プ
半
導
体
を
用
い
た
デ

バ
イ
ス
の
開
発
」。
選
出
を

受
け
て
中
込
教
授
は
、「
リ

ス
ト
に
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
も
名
を
連
ね
、
大
変
光
栄

に
感
じ
て
い
る
。
開
学
か
ら

35
年
以
上
、
石
巻
で
研
究
を

続
け
て
き
て
、
今
回
ラ
ン
ク

イ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

多
く
の
方
の
支
援
の
お
陰
と

感
謝
し
て
い
る
」
と
喜
び
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　
理
工
学
部
の
中
込
真
二
教

授
が
、
世
界
の
ト
ッ
プ
２
％

の
科
学
者
を
特
定
す
る
包

括
的
な
リ
ス
ト
「World's 

T
o
p
 
2
%
 
S
c
i
e
n
t
i
s
t
s 

2025

」
に
選
出
さ
れ
た
。

　
同
リ
ス
ト
は
、
ア
メ
リ
カ

の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
と

国
際
的
出
版
社
で
あ
る
オ
ラ

ン
ダ
の
エ
ル
ゼ
ビ
ア
社
が
２

０
２
０
年
か
ら
毎
年
発
表
し

て
い
る
も
の
で
、
22
の
研
究

分
野
と
１
７
４
の
サ
ブ
分
野

で
計
５
本
以
上
の
論
文
を
発

表
し
て
い
る
世
界
中
の
研
究

者
が
対
象
。
文
献
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
基
づ
き
、
論
文
の
被

引
用
数
な
ど
複
合
的
指
標
に

よ
り
評
価
、
選
出
さ
れ
る
。

　
中
込
教
授
の
専
門
分
野

は
、
応
用
物
理
、
結
晶
工
学
、

半
導
体
工
学
。
本
学
で
は

「
電
子
回
路
」「
電
気
・
電
子

回
路
応
用
」「
セ

ン

サ

工

学

」

「
集
積
回
路
工

学
」
な
ど
の
授

業
を
担
当
し
て

い
る
。
ま
た
、

主
宰
す
る
機
能

デ
バ
イ
ス
研
究

室
で
は
、
次
世

代
の
パ
ワ
ー
半

導
体
用
材
料
と

　
経
営
学
部
情
報
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
の
三
橋
勇
太
ゼ
ミ

が
石
巻
市
と
協
働
し
、「
第

24
回
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

大
賞
」（
ｋ
ｈ
ｂ
東
日
本
放

送
主
催
）
の
応
募
作
品
を
制

作
し
た
。

　
宮
城
県
内
の
各
自
治
体
が

参
加
す
る
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス

ト
。
ゼ
ミ
生
は
約
４
カ
月
に

わ
た
り
、
企
画
、
撮
影
、
編

集
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
素

材
に
納
得
で
き
ず
再
撮
影
を

行
っ
た
り
、
寝
る
間
を
惜
し

ん
で
編
集
作
業
を
続
け
た

り
、
活
動
期
間
中
は
苦
労
も

多
か
っ
た
が
、
メ
ン
バ
ー
同

士
で
議
論
を
重
ね
な
が
ら
30

秒
の
Ｃ
Ｍ
を
作
り
上
げ
た
。

作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
、『
た

だ
い
ま
〜
帰
り
た
く
な
る

街
〜
』。

　
発
表
審
査
会
（
11
月
15

日
、
仙
台
市
ｋ
ｈ
ｂ
ぐ
り
り

ホ
ー
ル
）
で
は
、
佐
々
木
隼

弥
さ
ん
（
４
年
次
・
宮
城
県

小
牛
田
農
林
高
）
と
佐
々
木

真
斗
さ
ん
（
２
年
次
・
岩
手

県
宮
古
商
工
高
）
が
、
作
品

の
テ
ー
マ
や
魅
力
を
紹
介
し

た
。
佐
々
木
隼
弥
さ
ん
は
活

動
を
振
り
返
り
、「
石
巻
の

風
景
や
文
化
と
向
き
合
う
機

会
に
な
っ
た
。
地
域
へ
の
愛

着
が
一
段
と
深
ま
り
、
メ
ン

バ
ー
と
の
結
束
も
強
ま
っ

た
」
と
話
し
た
。

　
三
橋
ゼ
ミ
は
、
観
光
を
テ

ー
マ
に
心
理
学
や
情
報
科
学

な
ど
多
角
的
な
視
点
か
ら
研

究
を
行
っ
て
お
り
、
ド
ロ
ー

ン
映
像
を
活
用
し
た
地
域
振

興
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

審
査
の
結
果
、
入
賞
こ
そ
逃

し
た
も
の
の
、
ゼ
ミ
生
に
と

っ
て
今
回
の
活
動
は
、
普
段

の
学
び
を
実
践
す
る
貴
重
な

経
験
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

発表審査会に参加した佐々木真斗さん（左）

と佐々木隼弥さん

み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
に
参
加

み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
に
参
加

石
巻
の
魅
力
伝
え
る
映
像
制
作

石
巻
の
魅
力
伝
え
る
映
像
制
作

経
営
・
三
橋
ゼ
ミ

IMAGE です。コメント入ります。
和モダンの背景素材です。

IMAGE としてご参考にしてください。
よろしくお願い致します。

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
☎0225-22-7717（直）

石巻専修大学
広報係

最新の
情報は
大学HPで。

☞

　1989（平成元）年４月１日に石

巻の地に建学された本学は、おか

げさまでこの４月に創立38年目を

迎えます。ひとえに皆さま方のご

支援の賜物でありますこと、心よ

り感謝申し上げます。

　本学は2025年４月より、第２次

中長期ビジョン（25～29年度）に

取り組んでおります。このビジョ

ンは、第１次中長期ビジョン（20

～24年度）から得られた成果と反

省を基に、特に地方都市において

激変する教育環境に適応しつつ、

質の高い教育・研究を提供できる

高等教育機関としての役割を確立

すべく、将来を見据えた大学運営

全般に関わる計画です。

　本ビジョンは、左記の七つの行

動目標の達成を目指しています。

　現在、この組織目標に従う年次

進行のロードマップ・行動項目に

沿って、達成状況を評価しなが

ら、内部質保証の活動（ＰＤＣＡ

サイクル）を進めています。

　わが国では、少子化の影響や若

年層の人口流出が多くの地方都市

で加速している現状を踏まえ、高

等教育全体の適正な規模を見据え

た教育政策の展開が求められてい

ます。そのような環境下で、石巻

圏域唯一の高等教育機関として永

続的に存続するには、本学は真に

市民の皆様に必要とされる大学で

なければなりません。

【大学ブランドスローガン】

「地域に根差して
　　  世界に尖がった大学」
～地域とともに学生と地域社会
の未来をつくり、社会から真に
必要とされる大学を目指す～

　そこで本ビジョンでは、ここま

で本学が掲げてきた大学ブランド

スローガン「地域に根差して世界

に尖がった大学」を継承しつつ、

「学生を基本に据えた大学づくり」

と「社会から真に評価される大学

への転換」を両輪に、地域ととも

に未来をつくる大学としてのサブ

スローガンを掲げています。

　本学は、小規模ながらも多様な

学問領域を有する総合大学の特色

を生かし、文理横断型の教育研究

活動を重視しつつ、「社会知性の開

発」を基盤として地域課題の解決

に向けた教育研究活動を推し進め

ます。

　学生の皆さんが地域社会の

諸課題に積極的に取り組み、

〝ISHINOMAKI is CAMPUS〟
を体現する実践教育を展開してま

いります。

　本年も皆さま方のご支援・ご鞭

撻のほどよろしくお願い申し上げ

ます。

学生と地域社会の未来つくる大学に学生と地域社会の未来つくる大学に

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

歩
（
あ
ゆ
む
）
が
、
11
月
23

日
に
行
わ
れ
た
石
巻
市
稲
井

地
域
の
伝
統
的
な
祭
り
「
稲

井
豊
稔
祭
」
に
参
加
し
、
地

域
住
民
と
の
親
睦
を
深
め

た
。

　
同
サ
ー
ク
ル
は
地
域
密
着

型
の
活
動
を
目
的
に
２
０
２

５
年
に
発
足
。
今
回
は
運
営

な
ど
に
加
え
、
若
者
の
担
い

手
が
不
足
し
て
い
る
「
餅
つ

き
祝
い
太
鼓
」
の
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
り
、
地
域
の
方
と
一

緒
に
威
勢
の
い
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

伝統の餅つき祝い太鼓を披露

　
昔
か
ら
筆
記
具
、
な
か
で
も
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
製
品
が
好
き
で
、
中
学
生

の
頃
に
は
「
将
来
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
就
職
す
る
」
と

心
に
決
め
、
そ
の
目
標
を
家
族
や
友

手書き文化を後世に手書き文化を後世に
人
に
も
伝
え
て
い
ま
し
た
。
企
業
情

報
や
募
集
職
種
を
調
べ
る
な
か
で
技

術
職
に
興
味
を
持
ち
、
必
要
な
知
識

を
学
べ
る
機
械
工
学
科
に
進
学
し
ま

し
た
。

　
大
学
で
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
学
修
に
注

力
。
普
段
の
授
業
に
加
え
て
、
資
格

取
得
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
利
用
技
術
者
試
験
）

に
向
け
た
勉
強
に
も
励
み
ま
し
た
。

学
ん
だ
技
術
を
生
か
し
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
を
使
っ
て
車
の
模
型
や
小
物

ケ
ー
ス
を
製
作
す
る
な
ど
、
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
深
く
知
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　
髙
橋
智
准
教
授
の
３
Ｄ
設
計
・
解

析
研
究
室
に
所
属
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
の
ノ
ズ
ル
を
従
来
の
丸
穴
か
ら
角

穴
に
変
更
し
、
材
料
の
積
層
時
に
生

じ
る
隙
間
を
減
ら
す
こ
と
で
強
度
を

高
め
る
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

機
械
工
学
と
い
う
と
堅
苦
し
い
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

石
巻
専
大
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
で
、
学
修
面
だ
け
で
な
く
、
就
職

活
動
の
相
談
に
も
親
身
に
対
応
し
て

く
れ
ま
す
。

　
卒
業
後
は
、
筆
記
具
を
通
じ
て
、

手
書
き
文
化
を
後
世
に
つ
な
ぐ
こ
と

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
宮
城
県
気
仙
沼
高
、
内
定
先

株
式
会
社
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
〉

志
賀 

柚
月
さ
ん

理
工
学
部
機
械
工
学
科

「世界のトップ２％の科学者」

ボランティアサークル歩

稲井地域の祭りに参加稲井地域の祭りに参加

理工・中込教授が選出理工・中込教授が選出
次世代パワー半導体を研究

４年次生に聞く
　卒業を控えた４年次生に、本学
での日々や就職活動、今後の目標
などを聞いた。

阿部 知顕阿部 知顕石巻専修大学長年頭の抱負

① 学生支援の強化による学生活動
 　実績の向上
� （活気あるキャンパスづくり）
② 地域連携による社会実装と地域
　 教育の強化
③ 社会実践教育の全学的な拡充
④ 収容定員充足に向けた教学改革
 　と入試改革の一体的な推進
⑤ 少子化を乗り切る魅力ある教育
 　組織の新編
⑥ 教職協働の実現に基づく大学改
 　革の推進
⑦ 財務の健全化に向けた対応

七つの行動目標

出願受付中出願受付中
★詳細はホームページで
必ずご確認ください。

【一般選抜Ｃ日程】

２/19木～３/４水
※消印有効

試 験 日 ３/12木
出 願 期 間

【大学入学共通テスト利用選抜Ｂ日程】
２/２月～11水 ※消印有効出 願 期 間

【一般選抜Ｂ日程】

２/２月～19木 ※消印有効

試 験 日 ２/26木
出 願 期 間

実験に励む中込教授


